
≪はじめに≫

　　　１．アンケート調査期間

◆平成28年８月～９月　≪増戸地区14自治会；全自治会員対象≫

　　　２．防災アンケート・会員数 『2,429世帯』 に対し回収が 『1,786件』

　　　３．防災アンケート分析における考察（コメント）

１）初めて実施した地域の皆さまの防災意識アンケート調査、自治会加入者2,429世帯を対象に

　　実施し、1,786世帯の回答をいただきました。（回収率74%）

　　平成２５年に実施した政府の世論調査では、回収率62%の回収率（5,000人対象に実施し

　　3,110人の回答）であり、皆さまの防災意識の高さが伺える。

２）災害についての家族との話合いも「ある」が1,238件（69%）と、政府調査の63%を上回

　　っている。なお、話し合いの内容は「避難の方法や場所，非常食や飲料水，家族との連絡方

　　法」を中心に、日頃の備えで重要な内容が多く回答されている。

３）災害対策の優先度では、昨今の全国の災害発生状況から「大地震，台風や突風等」が多かっ

　　たが、地域特性から「大雨による土石流や土砂災害」を優先に上げた自治会も見られた。

４）増戸地区で行う「地域と学校の合同防災訓練」「自治会毎の自主防災訓練」は、何れも75%

　　以上が認知、訓練への参加でも「何回か参加」を含め70%と多くの人の参加を得ている。

５）訓練に参加で感じた事では「防災の大切さを知る機会となった，災害時に自分の取るべき行

　　動が分かった等」との回答が多かった。一方では、参加した事のある人で、17%の人から

　　「訓練内容が形式的だ，イベント化している」の回答もあり、今後の検討課題と考える。

６）安否旗では、認知度７９%と高いものの「防災訓練に使ったが良く分からない，まったく知

　　らない，旗を紛失した，回答なし」が計；21%に上る。今後、周知の徹底を図り活用法や

　　その意義の認知度「100％」を目指す。

７）避難場所では「よく知ってる」が57%、「あいまいだが知っている，まったく知らない，回

　　答なし、他」が計；43%の回答があり、避難場所の周知を、もう一度実施する必要がある。

　　なお、市指定の避難場所と自主防災の〝一時避難場所”を混同している人もあると推測する。

８）防災対策については、86%が「対策している」と回答しているが、してる内容を見ると「携

　　帯ラジオ、懐中電灯、医療品などの常備」「非常食や飲料水などの常備」が主となっている。

　「家具類の転倒等の防止対策していますか」の問いに対しては、何等かの対策をしてるは58%

　　であり、更に推進する必要性を感じる。
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増戸 地区全体

74%

26%
アンケート回収数(1,786件）

アンケート未回収（643件）



≪防災に対する意識について≫

　　　１．災害について、家族と〝避難場所や非常食等”について話し合った事がありますか？

1-① 話し合いの頻度は？　　

1-➁ 話し合いの主な内容は？（複数回答あり）

1-③ 話し合いはどんな災害を想定してますか？（複数回答あり）

　　　２．あなたの住んでる地域で、何の災害対策を優先すべきと思いますか？　

（優先１位～３位と優先順位無しの総数）
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24%

21%
17%

10%

10%
18%

避難の方法や場所（866件）

非常食や飲料水（727件）

家族との連絡方法（585件）

持ち出し品（363件）

家具転倒防止策（333件）

家屋の安全度/防災訓練など/他（626件）

56%27%

11%
6%

年に１, 2回（724件）

数年に１, 2回程度（351件）

年に３回以上（135件）

その他（75件）

69%

28%

3%

話合い 有り(1,238件）

特に無い（497件）

回答なし、他（51件）

59%18%

10%

6%
3% 4%

大地震（1,185件）

台風や突風等の強風（371件）

土石流や土砂崩れ（196件）

大火災（113件）

浸水（52件）

特に想定していない、他（94件）

38%

25%

17%

13%

7%
大地震（1,553件）

台風や突風等の強風（1,039件）

土石流や土砂崩れ（693件）

大火災（558件）

河川等の氾濫（272件）



≪防災訓練について≫

　　　３．増戸地区は「増戸小中学校との合同防災訓練」と各自治会で行う「自主防災訓練」があります。

　　　　　知っていますか？

　　　４．増戸地区では、毎年防災訓練を行っていますが、知っていますか？

　　　５．増戸地区の防災訓練に参加したことがありますか？

5-⓵ 参加している主な理由は？（複数回答あり）

5-➁ 防災訓練に参加して感じたこと（複数回答あり）
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77%

16%

5% 2%

参加又は回覧物等で知ってる（1,365件）

あいまいだが知ってる（294件）

全く知らなかった（93件）

回答なし、他（34件）

83%

8%

3% 6%

知っている（1,477件）

聞いたことはある（152件）

全く知らない（51件）

回答なし、他（106件）

28%

43%

23%

6%

ほとんど参加している（497件）

過去に何回か参加した（773件）

参加したことがない（401件）

回答なし、他（115件）

53%
34%

11% 2%

災害発生時に役に立つ（837件）

自治会活動の一つと思う（530件）

近所との付き合い（166件）

その他（36件）

38%

26%

21%

12%
2% 1%

防災の大切さを知る機会（673件）

取るべき行動が分った気がする（453件）

良いコミニュケーションがとれた（372件）

訓練内容が形式的（216件）

立つとは思わない（43件）

その他（20件）



5-③ 参加したことがない、または出来なかった人 ➡ 主な理由は？

　　　６．各家庭に　『安否旗』　を配布していますが、その運用方法を知っていますか？（黄色い旗）

　　　７．市が指定するご家族の　『避難場所』　を知ってますか？

≪あなたの家庭の防災対策について≫

　　　８．あなたの家庭での全般的な防災対策を行ってますか？

8-⓵ 具体的にどんな対策をしてますか？
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55%
13%

10%

5%

3%
14%

忙しくて時間的余裕がない（266件）

周知方法が不十分（63件）

関心・興味がない（47件）

あまり役に立たない（26件）

時間が勿体無い（15件）

その他（69件）

79%

10%

3%
2% 6%

よく知っている（1,406件）

使ったが良く分らない（185件）

まったく知らない（47件）

紛失した（33件）

回答なし、他（115件）

57%32%

5%
6%

よく知っている（1,013件）

あいまいだが知っている（563件）

まったく知らない（92件）

回答なし、他（118件）

86%

10%
4%

行ってる（1,530件）

行って無い（177件）

回答なし、他（79件）

28%

22%
14%

9%

7%

7%

13% ラジオ/懐中電/薬品などの常備（1,249件）

非常食や飲料水などの常備（1,018件）

家具/家電の転倒や落下防止など（659件）

非常用に風呂に貯め水（400件）

災害保険に加入（338件）

防災訓練も対策と考え参加（333件）

簡易トイレ/耐震工事など、他（568件）



　　　９．大震災では、家具類の転倒や落下での死亡や大ケガが多くの割合を占めてますが、この事を

知っていますか？

　　　１０．あなたの家庭では「家具類の転倒等の防止対策」をしていますか？

10-⓵ どんな家具転倒防止対策をしてますか？

10-➁ どの部屋を転倒防止対策をしてますか？

10-③ 家具類の転倒等の防止対策を未実施の方へ

　　➡ 対策をしていない（できない）理由を教えてください
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91%

5% 4%

テレビや報道誌等で知ってる（1,630件）

あまり良く知らない（84件）

回答なし、他（72件）

58%
30%

12%

実施している（1,040件）

実施して無い（530件）

回答なし、他（216件）

41%

32%

14%

10% 3%
重量の家具類を実施（480件）

屋別に実施と未実施がある（370件）

ほぼ全ての家具類を実施（165件）

食器棚の扉・ガラス飛散防止（112件）

その他（45件）

38%

27%

26%

6% 3%

寝室（284件）

居間（200件）

台所（194件）

子供部屋（47件）

その他（23件）

35%

13%12%11%

10%

19%
忙しくて先のばしになっている(239件）

あまり効果がないと思うから（90件）

どの固定器具が良いか分らない（85件）

やるのが面倒だから（75件）

作業が出来ない（68件）

レイアウト変更/斡旋して、他（132件）



10-④ 家具類の転倒等の防止対策を未実施の方へ

　　➡ 今後、実施を考えていますか？

10-⑤ 高齢等で 『レイアウト変更や器具の取り付け』 ができない方へ　

　⇒ 相談や取付けの手伝いをするとしたら、どの様に思いますか？

≪アンケートの記入者について≫

よろしければ、次の事柄にご記入ください。（記入できる事のみで結構です）

　　　１）あなた（記入者）の性別と年齢を教えてください

　　　２）同居人で、通勤/通学の方は居ますかまた通勤先/通学先はどの辺？
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7%
13%

15%

24%

29%

12%
20才以下（1件）

20代（7件）

30代（117件）

40代（226件）

50代（269件）

60代（437件）

70才以上（511件）

回答なし、他（218件）

47%

42%

11%

男（837件）

女（752件）

回答なし、他（197件）

性別

年齢別

72%

27%

1%

機会を作って実施したい(448件）

あまり考えてない（167件）

その他（6件）

33%

20%16%

15%

13%

3% 消防署等専門知識のある方が良い(98件）

気を使うのでいやだ（59件）

よく知っている人なら手伝って欲しい（48件）

家の中へは自治会の人でも抵抗がある（45件）

子供が来た時やる（38件）

その他（9件）

42%

38%

14%

5% 1%

多摩地区（604件）

市内（544件）

都心部（198件）

近隣の県（73件）

その他（29件）



　　３）同居の方で、発災時に一人では避難に支障ある方は？　また、どなた方ですか？

　「防災訓練」「避難所/避難場所」「備蓄」「未加入者対策」「無線等の情報伝達」等を中心に１２３件

　の要望、ご意見をいただきました。今後の活動に生かしたいと思います。

　要望、ご意見の一部を紹介します。

　１．私の知り合いで、水、非常食などを準備してる人はほとんどいません。理由を聞いた所、それは行

　　　政のやる事と言う人がほとんどです。いろいろな面での広報活動が必要なのかと思います。

　２．防災訓練の実施について、参加できない時もありますが、定期的にあるのはとても効果的だと思い

　　　ます。今回のアンケートも、家族にとって何が足りないか、等改めて確認できたり、気づく点が沢

　　　山ありました。

　３．私も含めて、防災に対する意識がまだ低いので、自治会館等近くの場所で、防災に関する講習会や

　　　発災時における対応策、等をなるべく多く開いてほしい。

　４．自治会に入ってる世帯は知っている事でも、未加入者、子供会だけの世帯が有ります。そういった

　　　家族にも防災についての周知は必要と考えます。

　５．特に要望、意見はありませんが、都から配布された「東京防災」は非常に勉強になるので、一読を

　　　すると良いと思います。

　６．以前参加した時、消火器の使い方を教わり、実際に触れることができました。AEDもあわせて使い

　　　ましたが、普段の生活では全く使うことがないので、貴重な体験をさせていただきました。

　７．一度参加した訓練で、高い塀の間の狭い道を通って避難しました。この経路では避難したくないと

　　　感じたので、折々に見直して戴けると安心です。

　８．五日市地区で、いままでどの位の地震が有り、被害があったのかを知りたい。

　９．防災訓練は、もっと小範囲(望ましくは自治会単位)で極力全員が参加できる方が望ましいと感じる。
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自治会や増戸防災委員会への要望やご意見（抜粋）

30%

70%

支障ある者が居る（361件）

支障ある者は居ない（841件）

32%

28%

27%

11% 2%

高齢者（134件）

乳幼児（118件）

小学生（112件）

体が不自由（46件）

その他（10件）



　10．防災無線が聞き取りにくい為、緊急時必ず各家庭に分かるようにして欲しい。台風などの大雨、冬

　　　 期窓が閉まってる時、電車が通過してるときなど、全く聞こえないのが現状。

　11．市の安心メール等、登録が無くても強制的にメールガ届くような体制はできないものか。

　12．地域、地区にマッチした具体的災害想定を示して、それに備える様にして欲しい。

　  　　現在は、未だ住民個々に現実感がわかない。

ご協力ありがとうございました

以上

８/８


